
鎌倉文学館改修計画及び解体予定の洋館（旧前田邸）見学説明会 結果報告 

 

１ 開催概要 

  令和７年（2025年）８月３日（日）及び９月 30日（火）に「鎌倉文学館の改修計画に伴う解

体予定の洋館（旧前田邸）見学説明会」を開催し、２日間で約 570名の方にご参加いただきまし

た。本報告書では、当日の概要や説明内容等について報告します。 

（１）開催日時 

   令和７年（2025年）８月３日（日）①10時から 12時 ②14時から 16時 

    令和７年（2025年）９月 30日（火）①10時から 12時 ②14時から 16時 

※当初予定していた令和７年（2025年）７月 30日（水）の説明会は、津波警報発令により 

中止となったため、９月 30日（火）に代替開催を行いました。 

（２）場所 

   鎌倉文学館庭園・敷地内洋館（旧前田邸）（鎌倉市長谷１－５－２） 

（３）当日の実施内容 

①職員による大規模改修計画についての説明・質疑応答 

②解体予定の敷地内洋館（旧前田邸）の見学 

③ご意見ボード「これ、いいね」の設置 

④アンケートの実施 

（４）主催 

   鎌倉市文化課 

（５）目的 

鎌倉文学館の改修計画についての理解促進及び意見聴取 

（６）来場者数 

   約 570名（８月３日（日）：約 350名、９月 30日（火）：約 220名） 

（７）来場者構成（アンケート結果から） 
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２ 説明内容の概要 

    説明会では、鎌倉文学館の大規模改修及び敷地内洋館（旧前田邸）の解体に関する基本方針を説

明しました。 

（１）鎌倉文学館について 

  ①歴史 

・昭和 11年（1936年）、加賀百万石の前田利為侯爵の別邸として建築 

・昭和 58年（1983年）に前田家から鎌倉市に寄贈され、昭和 60年（1985年）に文学館とし

て開館 

②建物の特徴 

 ・鎌倉の別荘文化を今に伝える貴重な洋風建築として、旧華頂宮邸、古我邸と並ぶ鎌倉三大洋

館の一つ 

 ・鎌倉市景観重要建築物等、国登録有形文化財 

・外観はハーフティンバーを基調としており、印象的な青いスパニッシュ瓦を用いた洋風部

分と、切妻屋根及び深い軒の和風建築が混在している 

・３階建てで、延べ床面積は 1,000平米を超える神奈川県内で最も大規模な別荘建築物 

  ③魅力 

・川端康成、大佛次郎、与謝野晶子をはじめとする鎌倉ゆかりの文士に関する資料を１万 5,000

点以上所蔵 

・季節に応じて文学館を彩るバラ園 

・年間 10万人以上が訪れる観光スポットとして、開館以来 40年間、地域の方々をはじめ、多

くの方々に親しまれる文化施設となっている 

④課題 

   ・老朽化（築 90年を迎え、開館から約 40年間、休館を伴う大規模修繕はなし） 

・バリアフリーへの対応 

・展示スペースの不足 

・券売所が屋外に面していることによる来館者管理の難しさ 

（２）大規模改修の概要 

  ①文化財的価値の保存と活用 

   歴史的建造物としての価値を損なわないようできる限り保存しながら、文学館として活用す

るための老朽化対策 

②バリアフリー対応 

エレベーターを新設するほかトイレ等を整備 

③安全対策 

落石防護柵を新設し、レッドゾーンの指定を解除 

④全体敷地から動線の見直し 

   券売所、ミュージアムショップ、喫茶機能を南側敷地に設置 

⑤公開範囲の拡大 

建築基準法第３条第 1 項第３号の適用除外の適用を受け、代替手段により安全性を確保した



上で、本館３階を一般公開 

（３）敷地内洋館（旧前田邸）について 

  ①歴史及び建物の特徴 

   ・昭和 46年（1971年）に建てられた建築面積 174㎡、延べ床面積 264㎡の鉄筋コンクリート

造の２階建て洋館 

・平成 22年（2010年）に建物と敷地を含め鎌倉市に寄付 

②敷地内洋館（旧前田邸）の主な解体理由 

・市街化調整区域内に建物があることから、住居以外の活用が困難であること 

・レッドゾーンに建物の一部が立地しており、景観を損なわずに安全対策を行うことが困難

であること 

・構造上の制約から段差が多く、バリアフリー化が困難であること 

・保存・活用には多額の改修費用と維持管理コストが発生すること  

③敷地内洋館（旧前田邸）の一部保存について 

・もともと文学館に設置されていたステンドグラスを敷地内洋館（旧前田邸）から文学館へ戻

すことで、文学館の更なる魅力向上を図る 

・使用可能な部材等の一部については再活用しながら趣を残す配慮をした管理棟を付近に新

設する 

・敷地内洋館（旧前田邸）があったという歴史について、鎌倉文学館の展示事業の中で伝えて

いくことで“記憶の継承”を行う 

 

３ 市民意見の整理 

ご意見ボード「これ、いいね」では、敷地内洋館（旧前田邸）の解体に際して、「どこが好き

か」「どの部分・要素を残してほしいと思うか」をテーマにお伺いしました。お寄せいただいた

ご意見については、資料４に掲載していますが、一人が複数の項目を挙げられる形式であったた

め、回答数と回答者数は一致しません。 

最も多く寄せられたのは、玄関のステンドグラス、照明器具など、敷地内洋館（旧前田邸）の特

徴的な造作や意匠を残してほしいという意見であり、参加者の多くが、建物の歴史的価値を「特定

の部位」や「視覚的象徴」を通じて捉えており、建物に対する印象や記憶を具体的な造作を媒介と

して保持しようとする傾向が見受けられました。このことから、部分的な保存や部材の再利用が

多くの市民にとって意義を持つものであることが伺うことができ、造作の保存は、単なる装飾の

維持にとどまらず、市民の記憶との接点を保つ行為として位置づけられているものと考えられま

す。 

次に、件数としては多くはないものの、「静けさ」「落ち着き」など、建物全体の雰囲気や感覚的

価値を残してほしいという意見もいただきました。これらの意見は、建築の個別要素よりも空間

体験そのものへの関心を示しており、歴史的建築の価値を「形」ではなく「空気感」や「環境的な

まとまり」として受け止めている点に特徴があると考えられます。こうした意見からは、文学館と

いう場所に求められているものが単なる視覚的保存ではなく、訪れた際に感じられる体験の一貫

性であることが伺えます。 



一方で、一部の付箋には、設問の主旨からはやや離れるものの「カフェを楽しみにしている」

「展示を増やしてほしい」「バリアフリーにしてほしい」といった意見も寄せられました。これら

の意見は、参加者が敷地全体を一体的な文化施設として捉えていることを示していると考えられ、

来館者の意識は建物単体の保存にとどまらず、「文学館全体の体験価値」へと広がっており、利便

性や快適性を含めた総合的な利用体験への関心が高まっていることが伺えます。 

また、「全体を残してほしい」「景観や森を壊さないでほしい」といった、建物や敷地全体の保

存・保全を求める意見も一定数見受けられました。これらの意見は、敷地内洋館（旧前田邸）を単

なる建築物としてではなく、鎌倉の歴史的景観や文化的背景と結びついた存在として認識してい

ることを示していると考えられ、市民が文学館を“地域の記憶を象徴する場”として捉えている

ことが伺えました。 

こうした声は、今後の敷地内洋館（旧前田邸）の部材の保存や展示において参考とさせていた

だくとともに、敷地内洋館（旧前田邸）のイメージを承継しながら、空間の雰囲気を大切にする

ことで、鎌倉の貴重な文化財である鎌倉文学館全体の価値向上を図り、後世に引き継いでいきま

す。 

当日ご参加いただいた皆様におかれましては、貴重なご意見を誠にありがとうございました。 

 

４ 今後の情報共有について 

鎌倉文学館の大規模改修については、計画内容や進捗状況をわかりやすくお伝えし、改修後の

施設に関する情報を継続的に共有していくことが重要だと考えています。 

今回の見学説明会及びアンケートを通じて寄せられたご意見やご感想を踏まえ、今後、市民の

皆さまが新たな文学館と歩みをともにできるよう、段階的に情報を発信してまいります。 

 

５ 資料 

（１）説明会チラシ 

（２）配布資料 

（３）配布資料（９月 30日開催時追加分） 

（４）説明・展示パネル（抜粋） 

（５）ご意見ボード「これ、いいね」でのご意見 

（６）アンケート集計結果 

（７）当日写真 
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鎌倉文学館と洋館（旧前田邸）見学説明会

鎌倉文学館、2029年に再開予定

本日は見学説明会にご参加いただき、ありがとうございます。鎌倉文学館は1936年に建てられた

旧前田侯爵家の別邸（別荘）を活用し、長く親しまれてきました。今回、初めての休館を伴う大規模

改修を進めており、「見る・憩う・過ごす」文化施設として2029年春の再開を目指しています。

開催概要

開催日：2025年9月30日（火）

時間： ① 10:00〜12:00

② 14:00〜16:00

会場： 鎌倉文学館庭園・敷地内洋館（旧前田邸）

主催： 鎌倉市 文化課

本日の流れ

集合： 鎌倉文学館正門 付近

アクセス可能エリア：

鎌倉文学館周辺・招鶴洞（しょうかく

どう）・敷地内洋館（旧前田邸）

⚫ 上記エリアは自由に見学できます。

⚫ 文学館前において、職員が文学館及び改修に

ついてご説明いたします。

⚫ 敷地内洋館（旧前田邸）にて、ご意見ボード・

アンケートを実施しています。

⚫ 文学前にて、「ご意見・質問タイム」を午前・

午後の各回に設けています。

①11:30 – 12:00 ②15:30 – 16:00

その他・ご注意ください

✓ 安全のため、指定された場所以外の立入りはご遠慮ください。

✓ 会場内のお手洗いはご使用いただけません。（改装に向けた準備中のため）

✓ 近隣の公衆トイレとして、長谷寺駐車場（長谷3-11-2）または由比ガ浜大通り（由比ガ

浜2-4-39）がございます。

✓ 文学館前庭、洋館（旧前田邸）はバリアフリーに対応しておりません。ご了承ください。

✓ 説明会は文学館（屋外）で行います。会場内は冷房設備がありません。飲料水等をお持

ちいただくなど、熱中症対策をお願いします。

お問い合わせ

鎌倉文学館

招鶴洞(しょうかくどう）

敷地内洋館（旧前田邸）

チェックポイント

• 職員による説明を各回２回開催

• 「ご意見・質問タイム」を午前・午後に

開催（11:30-12:00, 15:30 – 16:00)

• 工事の都合で今回は通行可能

• ご意見ボードとアンケートを実施

• 保存・活用に関する皆さまの声をぜひ

お寄せください。

開催時間中、以下のポイントを自由に行き来ができます

鎌倉市 文化課

☎ 0467-61-3854

bunka@city.kamakura.kanagawa.jp
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